
 

 

   107 

トリガウィンドウロジック 

 

◆SIMVでは原則として下記のロジックに従います。 

①機械トリガ吸気後のトリガウィンドウは強制トリガウィンドウ。 

②患者トリガ吸気後のトリガウィンドウは自発トリガウィンドウ。 

③タイマータイムアウト(設定された呼吸回数による 1呼吸周期を外れたとき)はトリガウィンドウが強制トリガウィンドウ

になる。 

 

※トリガウィンドウとは 1呼吸サイクルの中でトリガが感応できる状態にある時を言います。 

※強制トリガウィンドウとは患者の自発呼吸を感知すると強制換気(アシスト換気)が入る状態のことを言います。 

※自発トリガウィンドウとは患者の自発呼吸を感知するとPS設定＝OFFの時は自発呼吸、PS設定＞0の時はPS

換気が入る状態のことを言います。 

※強制換気(アシスト換気)や PS換気が 1呼吸周期をまたいで入った場合でもその後の動作は上記と同様です。 

※タイマータイムアウトはトリガウィンドウが必ず強制トリガウィンドウになるが、直前のトリガウィンドウが強制トリガウィ

ンドウの場合、タイマータイムアウト後の先頭部分で強制換気が入る。また、直前のトリガウィンドウが自発トリガウ

ィンドウの場合は、タイマータイムアウト後の先頭部分で強制換気は入らない。 

※吸気時間が 1 秒以下の場合は、呼気相の開始から吸気時間と同じ時間、1 秒以上の場合は呼気相の開始から

1秒間トリガの不感時間となります。 
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SIMV(CPAP モードでのバックアップ換気も同様)ではこの 3 パターンが適用されます。これにより、患者の吸気努

力に同期した強制換気(アシスト換気)が行われるほか、患者の吸気努力に同期したPS、すなわちPS(PS設定＞0

にした場合)または、自発呼吸(PS設定＝OFFにした場合)が行われます。 

 

◆また、このロジックから以下の換気が供給される場合もあります。 

・手動送気を行わない場合、1呼吸サイクルの中で強制換気は 0回、1回、または 2回行われる。 

・手動送気を行わない場合、強制換気の回数は設定呼吸回数または設定呼吸回数より 1回多い回数になる。 

・自発呼吸または PSは、患者トリガの作動により 1つのトリガウィンドウ内で何回でも起こる。 

 

強制換気 

従圧換気 「呼吸回数」「吸気時間」「吸気圧」で設定された値により圧、吸気時間、呼吸回数となる。 

従量換気 
「1 回換気量」「吸気流量」「呼吸回数」で設定された値により圧、吸気時間、呼吸回数が決ま

る。 

強制換気(アシスト換気) 

従圧換気 
「呼吸回数」「吸気時間」 「吸気圧」「トリガ感度」で設定された値により圧、吸気時間、呼吸回

数となる。ただし、呼吸回数は 1つのトリガウィンドウ内で 1回のみトリガされる。 

従量換気 
「1 回換気量」「吸気流量」「呼吸回数」「トリガ感度」で設定された値により圧、吸気時間、呼吸

回数が決まる。ただし、呼吸回数は 1つのトリガウィンドウ内で 1回のみトリガされる。 

PS  
従圧換気、従量換気ともに、「PS 圧」「呼気認識」「トリガ感度」で設定された値により、圧、吸気時間、呼吸

回数が決まる。 

 

  


